
 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

ガウディア 江坂教室  
〒564-0053 吹田市江の木町 8-18  

（リブランドマネジメント内） 

06-6155-8498 指導者／上野理佳  

親なら誰でも子どもにたくさんの本を読んでほしいと思うもの。読書好きな子どもは文章の読解力にも優れる

ため頭が良くなる傾向にあるそうです。「本を読むことが嫌いだ」とか「つまんない」というお子さまにはある共

通の特徴があります。その特徴を理解して対応するとお子さまを変化させてあげることができます。ご家庭のち

ょっとした工夫で、読書を楽しめるお子さまにしましょう。 

 ケース１）本を読んでも情景が浮かばない 

まずは、読み聞かせでイメージをきたえましょう。読み聞かせ＝未就学児ではありません。 

耳から入る言葉でどんどんイメージを鍛えていくことが大切です。テーマを設けて一緒に 

本を選び、読み聞かせから実施しても良いと思います。 

 ケース２）お子様が本を選べない 

保護者が、先取りして子どもに適した本を考えることも大切です。ただ、その際は、お子さまの興味関心を大切

に選定して、いつでも手に取りやすい環境を作ることが重要です。お子さまと図書館・本屋さんに一緒に出かけ

て、子どもに本を選ばせると、図鑑やキャラクターものに偏ってしまいがちです。それでも本に親しみ慣れると

いう意味では良いのですが、文字に慣れるという意味では物足りなさを感じます。しかし、保護者の願いだけで

ハードルを上げてしまうのもだめです。本を選ぶポイントとしては、「表現がきれいなもの」「道徳的な内容のも

の」「長く受け継がれているもの」。たとえば、各出版社の児童推薦図書は間違いないものが揃っています。それ

に加えて、小学生用の絵本も良いです。話の内容と挿絵があっているものなどが最適です。 

 続きは次回お届けします。お楽しみに♪ 

 

 
10 月は合計 8回の開室です 

      おくれないよう時間に余裕を持って行動しましょう 

       忘れ物がないか家を出る前にチェックしましょう 

       静かに集中して学習しましょう 

 

前回に続き「子どもの読解力を育てる」をテー

マでお届けします。具体的に子どもの読解力を育

てるために何をすればいいのでしょうか？今す

ぐ実践したい４つの方法をご紹介します。 

➀とにかく文章を読む！ 

小学校での授業や宿題でもおなじみの「音読」。

「声にだして読む」音読は、読解力アップの基本

中の基本練習。面倒くさくて飛ばし読みのクセが

つくとなかなか直りません。また飛ばし読みでは

文章の大切なポイントを見逃してしまいます。音

読の宿題はつい親も適当に聞いてしまいがちで

すが、文脈がおかしかったり、つっかえたりした

らちょっと手をとめて一緒に見てあげましょう。

まずは声にだしてしっかり文字を読むこと。正し

く文字を追えるのは読むことの基本です。同時に

とにかく「読む量を増やす」のも大事です。 

では漫画やコミックはどうでしょう？読解力の

アップにつながるのでしょうか？ご家庭で意見

を出し合ってみてくださいね。（続きは次回に♪） 

江坂教室の情報ページです 

こちらの QRコード 

からアクセスしてね        

  

  

 

 

 


